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業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況

　取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適正を確保

するための体制について、取締役会で決議した内容および当事業年度の運用状況の概要は次のとおりでありま

す。

１．業務の適正を確保するための体制（内部統制システム）構築の基本方針

(1) 取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制

① 取締役、従業員の職務執行の行動規範として、「行動指針」「企業倫理ガイドライン」を定め、周知

を図る。

② 社外取締役を置き、取締役の職務執行に対する監督機能を強化する。

③ 法令、社内規定等の違反を報告するために通報者の保護を徹底した窓口を社内外に設け、違反等の早

期発見に努める。

④ 弁護士や警察と連携し、反社会的勢力との関係排除に努める。

⑤ 内部監査部門を設け、監査等委員会と連携して内部監査を実施する。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

① 社内規定を定め、取締役の職務執行に係る情報を文書または電磁的媒体に記録し、適切に保存・管理

する。

② 情報管理に関する規定を定め、情報セキュリティを適切に管理する。

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

① リスク管理に関する規定を定め、当社および子会社のリスクを網羅的・総括的に掌握し、リスク管理

の全社的推進とリスク管理に必要な情報の共有化を図るために、取締役会直轄のリスクマネジメント

委員会を設置し、リスクの特性に応じ適切に対応する。

② 経営に重大な影響を及ぼす不測の事態を想定して「危機管理マニュアル」を定め、緊急事態に迅速に

対応するとともに、その予防策を講じるよう努める。

(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

① 「組織および職務分掌規定」「職務権限規定」において、適正な業務組織と分掌事項、各職位の責

任・権限を定め、効率的な業務執行を行う。

② 中期経営計画および各年度予算を策定し、これを軸とした計画・実行・評価のマネジメントサイクル

を確立する。

③ 全社的な情報システム基盤を常に整備し、経営情報の正確かつ迅速な把握と伝達に資するとともに、

業務の効率化を図る。

(5) 当社および子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制

① 「コンプライアンス規定」を定め、当社および子会社のコンプライアンス体制の維持・向上を図る。

また、当社内部通報窓口へは、子会社使用人等からの通報も可能とする。

② 「子会社管理規定」および子会社の「職務権限規定」を設け、子会社の取締役等の職務の執行が効率

的に行われることを確保するとともに、子会社の業務運営における重要な事項が当社に報告される体

制を整備する。

(6) 監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項、および当該使用人の取締役（監査等委員である

取締役を除く。）からの独立性に関する事項、ならびに当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する

事項

① 監査等委員会の職務を補助すべき使用人は置かないが、監査等委員会から要請がある場合には、内部

監査部門が補助することとし、その要請された業務については取締役（監査等委員である取締役を除

く。）から指揮命令を受けないことを、必要な規定に定める。

－ 1 －



(7) 取締役（監査等委員である取締役を除く。）および使用人が監査等委員会に報告をするための体制、そ

の他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

① 当社および子会社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）、従業員は、定款・法令に違反する

事実、会社に著しい損害を与える恐れのある事実を発見したときには、当社の監査等委員会に報告す

るとともに、監査等委員会から業務執行に関する事項の報告を求められたときは、速やかに報告する

よう、またその報告をしたことを理由として不利な取扱いを行わないことを規定に定める。

② 監査等委員会は内部監査部門と内部監査の結果等について適宜情報交換を行う。

③ 監査等委員に取締役会以外の会議で実質的に経営の重要事項が審議される会議について出席する権限

が与えられる等重要な情報を把握できる措置を採る。

④ 内部通報窓口への通報内容は、監査等委員会に報告する。

⑤ 監査等委員がその職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還等の請求をしたときは、担当部

署において審議の上、当該請求に係る費用または債務が当該監査等委員の職務の執行に必要でないと

認められた場合を除き、速やかに当該費用または債務を処理する。

２．業務の適正を確保するための体制（内部統制システム）の運用状況の概要

① 取締役会を９回開催し、法令等に定められた事項や経営にかかわる重要な事項を決定するとともに、取

締役間の意思疎通を図り相互に業務執行を監督しました。

② 監査等委員会を９回開催し、監査方針や監査計画を協議決定するとともに、取締役の職務執行の適法性

および妥当性について監査、監督しました。

③ 経営管理会議を６回開催し、中期経営計画および各年度予算の執行状況を評価しました。

④ リスクマネジメント委員会を２回開催し、網羅的に掌握した当社全体のリスクに対する管理状況および

次年度の活動方針について確認しています。また、経営に重大な影響を及ぼす不測の事態を想定して

「危機管理マニュアル」を定め、緊急事態に迅速に対応するとともにその予防策を講じるように努めて

います。

⑤ 内部統制会議を開催し、財務報告に係る内部統制システムの整備・運用状況を評価しました。

⑥ 監査等委員会と内部監査部門との情報交換会を４回開催し、内部監査の結果等について適宜情報交換を

行っています。

⑦ 法令、社内規定等の違反を報告するための通報窓口を社内および社外に設け、通報者の保護を徹底する

とともに違反等の早期発見と是正に努めています。
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( 2022年２月１日から )2023年１月31日まで

（単位：千円）

株 主 資 本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

2 0 2 2 年 ２ 月 １ 日 残 高 3,737,467 3,921,651 9,835,656 △661,154 16,833,621

連結会計年度中の変動額

自 己 株 式 の 取 得 △1,477 △1,477

自 己 株 式 の 処 分 4,984 8,304 13,289

自 己 株 式 の 消 却 △8,283 △533,862 542,145 －

剰 余 金 の 配 当 △316,505 △316,505

親会社株主に帰属する当期純利益 1,703,234 1,703,234

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額）

連結会計年度中の変動額合計 － △3,298 852,866 548,972 1,398,540

2 0 2 3 年 １ 月 3 1 日 残 高 3,737,467 3,918,352 10,688,523 △112,182 18,232,161

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

純資産合計その他有価証券
評価差額金

土地再評価
差額金

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額

合計

2 0 2 2 年 ２ 月 １ 日 残 高 420,164 290,138 △234,048 476,254 17,309,876

連結会計年度中の変動額

自 己 株 式 の 取 得 △1,477

自 己 株 式 の 処 分 13,289

自 己 株 式 の 消 却 －

剰 余 金 の 配 当 △316,505

親会社株主に帰属する当期純利益 1,703,234

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額）

53,944 － △182,144 △128,200 △128,200

連結会計年度中の変動額合計 53,944 － △182,144 △128,200 1,270,340

2 0 2 3 年 １ 月 3 1 日 残 高 474,108 290,138 △416,193 348,054 18,580,216

連結株主資本等変動計算書

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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建物及び構築物 ３～50年

機械装置及び運搬具 ５～17年

工具、器具及び備品 ３～15年

連　結　注　記　表
連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社：１社　株式会社鎌倉ニュージャーマン

　当連結会計年度より、重要性が増したため株式会社鎌倉ニュージャーマンを連結の範囲に含めておりま

す。

非連結子会社：１社　VISUAL HONG KONG LIMITED

　非連結子会社は、小規模であり、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分

に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲から除外してお

ります。

２．持分法の適用に関する事項

持分法を適用していない非連結子会社の名称

VISUAL HONG KONG LIMITED

持分法を適用していない理由

　持分法を適用していない非連結子会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合

う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体とし

ても重要性がないため、持分法の適用範囲から除外しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

４．会計方針に関する事項

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式

　移動平均法による原価法によっております。

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定）によっております。

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法によっております。

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

製品、原材料、仕掛品

　主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によって

おります。

貯蔵品

　最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっております。

(3) 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産（リース資産を除く）

　主として定率法によっております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除

く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法によっております。

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

無形固定資産（リース資産を除く）

　定額法によっております。なお、自社利用のソフトウエアについては社内における利用可能期間（５

年）に基づく定額法によっております。

リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。
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(4) 引当金の計上基準

貸倒引当金

　売掛金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

賞与引当金

　従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額基準により計上しております。

(5) 退職給付に係る会計処理の方法

退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につい

ては、給付算定式基準によっております。

数理計算上の差異の費用処理方法

　数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数（９年）による定額法により按分した額を、発生の翌連結会計年度から費用処理しております。

未認識数理計算上の差異の会計処理方法

　未認識数理計算上の差異については、税効果を調整の上、純資産の部におけるその他の包括利益累計額

の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

(6) 収益及び費用の計上基準

　当社グループの事業は主として菓子の製造及び販売であり、一般消費者及び全国主要百貨店等を顧客と

し、主に自社工場で製造した製品を顧客に販売することを履行義務としております。

　このような製品の販売については、製品の引渡時点又は検収時点において顧客が当該製品に対する支配を

獲得し、履行義務が充足されることから、製品の引渡時点又は検収時点において収益を認識しております。

ただし、製品の引渡時点又は検収時点の把握が困難であり、かつ、出荷時から製品の支配が顧客に移転され

るまでの期間が通常の期間である取引の場合には、出荷日に収益を認識しております。

　また、協賛金、リベート等の顧客に支払われる対価は、顧客から受領する別個の財又はサービスと交換に

支払われるものである場合を除き取引価格から減額しており、取引の対価は、履行義務の充足時点から概ね

２ヶ月以内に受領しているため、当該顧客との契約に基づく債権について重要な金融要素の調整は行ってお

りません。

会計方針の変更に関する注記

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、委託販売契約の得意先に対する収益は、従来は納入価格で認識しておりましたが、当該取引が

消化仕入型販売取引に該当する場合には、消費者への販売価格で収益を認識し、納入価格との差額については

販売費及び一般管理費として計上する方法に変更しております。また従来、販売費及び一般管理費として計上

しておりました協賛金等の一部については、売上高から減額する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年

度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、当連結会計年度の

期首の利益剰余金に与える影響はありません。

　この結果、当連結会計年度の売上高、売上総利益及び販売費及び一般管理費が2,597,685千円それぞれ増加

しておりますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益への影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

　これによる当連結会計年度の連結計算書類に与える影響はありません。また、金融商品に関する注記におい

て、金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項等の注記を行うことといたしました。
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建物 703,863千円

土地 1,691,785千円

投資有価証券 217,600千円

短期借入金 1,210,000千円

２．有形固定資産の減価償却累計額 13,965,464千円

再評価を行った年月日 2002年１月31日

再評価を行った事業用土地の期末における時価の合計額と再評価後の帳簿価額との差額 425,981千円

普通株式 7,088,452株

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2022年４月26日
定時株主総会

普通株式 316,505 90 2022年１月31日 2022年４月27日

配当金の総額 457,395千円

１株当たり配当額 65円

基準日 2023年１月31日

効力発生日 2023年４月26日

連結貸借対照表に関する注記

１．担保に供している資産及び担保に係る債務

担保に供している資産

担保に係る債務

３．土地の再評価

　土地の再評価に関する法律（1998年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行い、当

該評価差額に係る税金相当分を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額

を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。

同法律第３条第３項に定める再評価の方法

　土地の再評価に関する法律施行令（1998年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定める地価税法第

16条に規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定めて公表

した方法により算定した価額に、時点修正による補正等合理的な調整を行って算出しております。

連結株主資本等変動計算書に関する注記

１．当連結会計年度末における発行済株式の種類及び総数

２．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

（注）当社は、2022年２月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、上記は当該

株式分割前の株式数で記載しております。

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

　2023年４月25日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案する予

定にしております。

　なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しております。

金融商品に関する注記

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

　当社グループは、資金調達については銀行等金融機関からの借入によっており、一時的な余資は安全性の

高い金融資産で運用し、投機的な取引は行わない方針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに関しては、与信管理規程

に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、定期的な信用状況の把握によりリスクの低減

を図っております。
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連結貸借対照表計上額
（千円）

時価（千円） 差額（千円）

投資有価証券 1,373,195 1,373,195 －

資産計 1,373,195 1,373,195 －

区分 当連結会計年度（千円）

非上場株式 119,785

非連結子会社株式 114,729

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価

の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定

に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券 1,373,195 － － 1,373,195

資産計 1,373,195 － － 1,373,195

　有価証券及び投資有価証券は、格付けの高い債券及び業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格

の変動リスクに晒されております。当該リスクに関しては、定期的に時価や発行体の財務状況等を把握して

おります。

　営業債務である買掛金や電子記録債務は、そのほとんどが３ヶ月以内の支払期日であります。

　短期借入金は、主に営業取引に係る資金調達であります。

　営業債務や短期借入金は、流動性リスクに晒されておりますが、月次で資金繰計画を作成するなどの方法

により管理しております。

２．金融商品の時価等に関する事項

　2023年１月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま

す。

（注１）現金及び預金、売掛金、有価証券のうちコマーシャルペーパー、買掛金、電子記録債務、短期借入金に

ついては、現金及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省

略しております。

（注２）市場価格のない株式等は「投資有価証券」に含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対照表計上

額は以下のとおりであります。

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル

に分類しております。

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ

属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融商品

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されるため、その時価をレベ

ル１の時価に分類しております。
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報告セグメント 金額（千円）

洋菓子製造販売事業　計 30,875,974

（内訳）

干菓子群 21,815,353

洋生菓子群 8,317,311

その他菓子群 743,309

喫茶・レストラン事業　計 1,629,859

顧客との契約から生じる収益 32,505,834

その他の収益 －

外部顧客への売上高 32,505,834

１．１株当たり純資産額 2,640円42銭

２．１株当たり当期純利益 242円08銭

収益認識に関する注記

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　収益を理解するための基礎となる情報は、「連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注

記等　４．会計方針に関する事項　(6）収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

１株当たり情報に関する注記
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( 2022年２月１日から )2023年１月31日まで

（単位：千円）

株 主 資 本

資本金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金
その他
資本

剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他
利益剰余金

利益
剰余金
合計

2 0 2 2 年 ２ 月 １ 日 残 高 3,737,467 3,918,352 3,298 3,921,651 614,883 9,255,605 9,870,489

事 業 年 度 中 の 変 動 額

自 己 株 式 の 取 得

自 己 株 式 の 処 分 4,984 4,984

自 己 株 式 の 消 却 △8,283 △8,283 △533,862 △533,862

剰 余 金 の 配 当 △316,505 △316,505

当 期 純 利 益 1,674,128 1,674,128

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計 － － △3,298 △3,298 － 823,760 823,760

2 0 2 3 年１月 3 1 日残高 3,737,467 3,918,352 － 3,918,352 614,883 10,079,366 10,694,250

株 主 資 本 評 価 ・ 換 算 差 額 等

純資産合計
自己株式

株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

2 0 2 2 年 ２ 月 １ 日 残 高 △661,154 16,868,454 420,164 290,138 710,303 17,578,757

事 業 年 度 中 の 変 動 額

自 己 株 式 の 取 得 △1,477 △1,477 △1,477

自 己 株 式 の 処 分 8,304 13,289 13,289

自 己 株 式 の 消 却 542,145 － －

剰 余 金 の 配 当 △316,505 △316,505

当 期 純 利 益 1,674,128 1,674,128

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額）

53,944 － 53,944 53,944

事業年度中の変動額合計 548,972 1,369,434 53,944 － 53,944 1,423,379

2 0 2 3 年１月 3 1 日残高 △112,182 18,237,888 474,108 290,138 764,247 19,002,136

株主資本等変動計算書
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その他利益剰余金

固定資産
圧縮積立金

別途積立金
繰越利益
剰余金

合計

2 0 2 2 年 ２ 月 １ 日 残 高 156,611 2,300,000 6,798,994 9,255,605

事 業 年 度 中 の 変 動 額

自 己 株 式 の 消 却 △533,862 △533,862

剰 余 金 の 配 当 △316,505 △316,505

当 期 純 利 益 1,674,128 1,674,128

事業年度中の変動額合計 － － 823,760 823,760

2 0 2 3 年 １ 月 3 1 日 残 高 156,611 2,300,000 7,622,755 10,079,366

（注）その他利益剰余金の内訳

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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製品、原材料、仕掛品 総平均法

貯蔵品 最終仕入原価法

建物 ３～38年

機械装置 ５～17年

工具器具備品 ３～15年

個　別　注　記　表
重要な会計方針に係る事項に関する注記

１．有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式

移動平均法による原価法によっております。

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は

移動平均法により算定）によっております。

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法によっております。

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法

　評価基準は原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっており、評価方法

は次のとおりであります。

３．固定資産の減価償却の方法

有形固定資産

　定率法によっております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに

2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法によっております。

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

無形固定資産

　定額法によっております。なお、自社利用のソフトウエアについては社内における利用可能期間（５

年）に基づく定額法によっております。

４．引当金の計上基準

貸倒引当金

　売掛金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

賞与引当金

　従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額基準により計上しております。

退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産見込額に基づき、当

事業年度末において発生していると認められる額を計上しております。なお、数理計算上の差異について

は、各期の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（９年）による定額法により按分

した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

５．収益及び費用の計上基準

　当社の事業は主として菓子の製造及び販売であり、一般消費者及び全国主要百貨店等を顧客とし、主に自

社工場で製造した製品を顧客に販売することを履行義務としております。

　このような製品の販売については、製品の引渡時点又は検収時点において顧客が当該製品に対する支配を

獲得し、履行義務が充足されることから、製品の引渡時点又は検収時点において収益を認識しております。

ただし、製品の引渡時点又は検収時点の把握が困難であり、かつ、出荷時から製品の支配が顧客に移転され

るまでの期間が通常の期間である取引の場合には、出荷日に収益を認識しております。

　また、協賛金、リベート等の顧客に支払われる対価は、顧客から受領する別個の財又はサービスと交換に

支払われるものである場合を除き取引価格から減額しており、取引の対価は、履行義務の充足時点から概ね

２ヶ月以内に受領しているため、当該顧客との契約に基づく債権について重要な金融要素の調整は行ってお

りません。
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建物 662,791千円

土地 1,281,385千円

投資有価証券 217,600千円

短期借入金 1,090,000千円

２．有形固定資産の減価償却累計額 13,884,241千円

短期金銭債権 155,668千円

短期金銭債務 560千円

長期金銭債権 700,000千円

営業取引による取引高の総額 243,226千円

営業取引以外の取引高の総額 55,593千円

普通株式 51,604株

会計方針の変更に関する注記

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、委託販売契約の得意先に対する収益は、従来は納入価格で認識しておりましたが、当該取引が

消化仕入型販売取引に該当する場合には、消費者への販売価格で収益を認識し、納入価格との差額については

販売費及び一般管理費として計上する方法に変更しております。また従来、販売費及び一般管理費として計上

しておりました協賛金等の一部については、売上高から減額する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当事業年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、当事業年度の期首の利益剰

余金に与える影響はありません。

　この結果、当事業年度の売上高、売上総利益及び販売費及び一般管理費が2,545,721千円それぞれ増加して

おりますが、営業利益、経常利益及び税引前当期純利益への影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

る新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

　これによる当事業年度の計算書類に与える影響はありません。

貸借対照表に関する注記

１．担保に供している資産及び担保に係る債務

担保に供している資産

担保に係る債務

３．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度末における自己株式の種類及び株式数
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貸倒引当金 6,177千円

賞与引当金 69,471千円

未払事業所税 3,689千円

未払事業税 41,963千円

退職給付引当金 24,681千円

一括償却資産 6,157千円

繰延資産 6,268千円

減損損失 34,555千円

投資有価証券評価損 18,634千円

関係会社株式評価損 122,320千円

その他 98,747千円

繰延税金資産小計 432,667千円

評価性引当額 △140,967千円

繰延税金資産合計 291,699千円

その他有価証券評価差額金 △183,970千円

固定資産圧縮積立金 △68,988千円

前払年金費用 △260,810千円

その他 △30,946千円

繰延税金負債合計 △544,716千円

繰延税金負債の純額 △253,016千円

種類 会社等の名称 所在地 資本金 事業の内容
議決権等の
所有割合
（％）

関係内容

役員の
兼任等

事業上
の関係

子会社
株式会社
鎌倉ニュージャーマン

神奈川県
鎌倉市

200,000
千円

菓子製造
販売

100
当社役員
３人

資金の貸付

子会社
VISUAL HONG KONG 
LIMITED

中華人民共和国
香港特別行政区

200,000
香港ドル

菓子販売 100
当社役員
１人

製品の販売

取引の内容 取引金額（千円） 科目 期末残高（千円）

資金の貸付 700,000 関係会社長期貸付金 700,000

配当の受取 43,475 ― ―

１．１株当たり純資産額 2,700円38銭

２．１株当たり当期純利益 237円94銭

税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

繰延税金負債

収益認識に関する注記

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表　収益認識に関する注記」

に同一の内容を記載しているため注記を省略しております。

関連当事者との取引に関する注記

子会社及び関連会社等

（注）貸付金の利息については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。

１株当たり情報に関する注記
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